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　This 　paper　gives　a　general　descriptiDn　 of　a　new 　sh …P　 model 　experiment 　tank ，“Mitaka 　No．3Ship

Model　Experiment 　Tank ”

，　 built　at 　the 　Ship　Research　Institute．　 The 　principal 　dimensions 　 of　 the

tank 　 are 　 150　m × 7．5m × 3．5m ．

　 The 　 main 　features　 of 　the 　 tank 　 are 　 as 　follows ：

　1．　 towing 　carriage 　of 　box　girders　convenient 　to　perform 　various 　kinds　of　experiments ，　 not 　 only

　　　on　 ship 　models 　but　aLsQ 　on 　ocean 　structures ・

2n

φ

4

5

strong 　tank 　 wall 　 and 　 special 　 apParatus ．　 which 　 enable 　the 　 accurate 　tests 　jn　 shallow 　 water ．

sub −carriage 　carrying 　a　small 　 wind 　tunnel 　to　perform 　the 　tests　in　 waves 　with 　 wind ．

wave 　 maker 　of 　plunger　 type 　 whose 　 vertical 　 position　 can 　be　 varied 　 corresponding 　to　the

water 　 level．

easy 　control 　of 　the 　towing 　carriage 　any 　one 　can 　drive ・

1　緒 言

　試験 水 槽施設 とい う もの は 大型 が 必 ず し も万 能で は な く・目白 の 施 設 を 日本造船技術 セ ン タ
ー

に 譲渡 す る に 当

っ て ，中型試験水槽 を設置 す る必 要 性 が 痛 感 され た ・
400m 水槽（正 式名称は 三 鷹第 2 船 舶 試 験水 槽）

1】は 大 型船，

高速船 の 静水中 お よび 波浪中 に お け る 定量的実験・後続波形の 精度 よい 計測・大型模型を含 め た 相似 則 の 研究，

高 レ イ ノ ル ズ 数rこ お け る各種実験等数多 くの 研究 に 絶大 な 威力 を発揮す るが ，

．一
方，中小型船 の 実験，各 種の 基

礎的 研究試験 に は 不 便 を感じ るほ か・制垠水 路影響の 研究 とか 風 と波 が 共 存す る海面 に 相当す る 状態で の 実験等

が で きない 。 船舶技術研究所 で は こ れ らの 研究を 行 うた め に ・長 さ 150m ・幅 7・5m ，深さ 3・　5m の 中型試験

水 槽 を 完 成 し た の で t そ の 建設 の 概要に つ い て 報告す る 。

2　計 画 の 概 要

　水槽 の 主 要寸法，曳引車の 最高速度，曳引車 の 溝造形式等は ，
400m 水槽で 実験 を 行 うに は あ ま りに も不 便か

っ 非能 率的 な 実験，あ るい は 400m 水槽で は実験 不 可能な 項 目を も考 慮 して 計画 さ れた 。

　 ＊ 　船 舶 技 術 研 究 所　推進性 能 部
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　本 水 槽 は ，主 と し て 定性 的 な 開 発 研 究 に 使 用 され る が，模 型 船 を 自航 させ る場 合 に は 定 性 的 とい え ど も 4m 〜

5m の 長 さ が必要である 。 この 摸型船に つ い て ， 曳引車が ス タ
ートし てか ら定速度に な る まで の 時間，模型船 な

らび に 計 測 器 系 の 応答時間 ，減速 ，惇止 を 考 え て 最 小 必 要長 さ と し て 150m に 決 定 した 。 こ の 長 さ は ，2．5m 模

型 を 使用 し て の 波浪中 試験｝こ と っ て も ぎ りぎ りの 数宇 と思 わ れ る 。

　水槽 の 幅お よ び 深 さは，平水中で の 常用模型が 4m 〜5　m また 波浪 中で の 模型 が 約 2，5m と い う考え の もと

に ，側壁影響 お よ び 浅水影響を ほ とん ど受けず ，し か も blockage　 effect の 研究 を 400m 水 槽 と本 水 槽 とを 併用

し て行 うに 便 利 な よ うに ，7．5m （幅 ），3．5m （深 さ） と決 定 した 。

　曳引車最高速度 は ， 主 と して ピ ッ チ 比の 大 きい 模型 プ ロ ペ ラ の 栄独試験，ま た
一

般船舶以 外 の 実験 に た と えば

Air　Cushion 　Vehicleの 実験 等 を 考慮 し，さ らに 減 速 度を 0・6g に と っ て ，6m ！s が 決定 され た。水 槽 の 長 さ

の 割 りに 最高速 度 が 大き く しか も計 測 時 間 を長 くと りた い とい っ た よ くば っ た 要求 の た め に ，後述す る よ うな 曳

引車制動方式に は か な りの 注意が は らわ れ た D

　ま た 非常 に 必 要 とさ れ な が ら もわ が 国で は あ ま り行わ れ な か っ た 浅水 中で の 船顯 の 推 進 性 能 に 関す る 研究 も本

格的 に 行 い うる よ うに ，水 槽 水 の 深 さ を 加 減で きる よ うに す る と と もに ，浅水中で の 造波も可 能 な よ うに ，水 槽

側壁 お よ び 造波機 の 設計に あた っ て は 特別な 考慮がな され た 。 さ らに 船舶等 の 航海性能 を 総合 的 に 評価す る 目的

を も っ て ，送 風 機 つ き台 車 を も設置す る こ と と した 。

　本工 事は ，い ず れ の 項 目1・c つ い て も単年度予算 に て 実施 され た が，以 下 そ の 概算工 事費を 列挙す る と ：

　　昭 和 45 年度　　　　　　　 　　概算工 事費 （百万円）

　　　　水槽 お よ び建屋
・………・・……・………・・…158

　　　　造 　波 　装　置・…・…・…・・…………＿＿．28

　　昭 和 46 年度

　　　　曳引車，送風機 つ き台車，レ
ー

ル ， ト Pt リ
ー，お よ び

　　　　側 面 消 波 装 置・…・……・…・・……………・136

　　　　曳引車制御装置
……………r…『・………… 37

　　　　計 　測　設　備
……………・…・……・…… 40

　　　　計 算 設 備……・…………一…・・……・・32

で あ る 。

　以 下 に 述 べ る諸設備 の 設計 の 根底 とな る 思想は ，取 扱い を 簡単 に して ， 小人数 の 研究 グ ル ープ で 容易 に 曳引車

の 運転お よ び 実験が遂行 で きる よ うに す る こ とで あ る 。

3　水槽本体および建屋

　概要　　本水槽 は ，400m 水槽 の 東側に 並行 に 設置された っ 両水槽 の 間隔は ，
400m 水槽 の 側壁 に 影響 の な い

最小距 離 と して 両 側壁 の 内法で 15・25m 離 して あ る 。 建屋 と 水 槽 の 基 礎 は 切 離 さ れ，そ れ ぞ れ に は G ，　L．

（ground 　Iine）か ら約 10m 下 の 砂礫層に 達す る杭を打 っ た 。

　図 1 に 示 す よ うに
， 水槽建屋は ，実験準備場 （北側〉と水槽場 （南側） とに 分 け られ る が，そ の 滋 要 ・！怯 を示

す と次 の 通 りで あ る 。
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　実験準備場 は 吹抜けで あ る が・北端部の 5m の 部分 は 3 層 と し・ 1 階 は 計 測 器 等 の 調 整 室，2 階 は 研 究室，3

階は 資料室 と した 。水 槽場南端部 に は 造波装置操作室，変電室お よび ポ ン プ室が設 け られ た 。 また 本水槽 に 必 要

な 電力は ，400m 水槽動力室 よ り分岐 し，実験準備場西 側 の 外1こ受変電 キ ・t
一

ビ ク ル を お い て 供 給 され る 。

　水 槽本 体　　水槽 本 体 は ・内法 で 140m × 7・　5　m ×3・9m の 主要寸法 を 持 っ て い る。水 槽設 計 の 重要な 要素 の

一
つ と して 水 槽 天 端 （頂 部） と G ・L・の 関 係 を 検 討 す る 必 要が あ る 。 本 水 槽 の 場 合 使 い 易い 水槽 の 立場 か ら，床

の 高 さ を 極 力平 坦 に と りな が ら ト リ ミ ン グ タ ン ク まわ りお よび 曳引車 レ ー
ル の 調整等 の 作業性を十 分検討 し て ，

図 2 に 示す よ うに 水槽 天 端 の 高さ は G・L 上 1・3m ，底盤は 地 中 2．6m と した Q
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図 1　 配　　置　　図

　水槽断面 は，浅水水槽 として も使用す るた め乾水状態に も耐え るよ うに ，

一般の 水槽 よ りも堅牢に 設計 され ，

底盤は 厚 さ e・6m ，側壁は 基部で O．6m ，頂部 で O．4m の 厚み を もっ て い る 。 ま た こ の 水槽に は ， 伸縮継手が

な く，底盤と側壁下端部 の コ ン ク リートの 打継部に 止 水 板が 設 け て ある だ けで ，構造 と して は
一

体型で あ る。 こ

の結果 ， 満水時 と乾水時 の 水槽 の 幅の 変動は ， 水槽周 囲 の 埋 もど し前 の 過満 水 テ ス トで 約 5mm で あ っ た が，完

成後 1mm 以下 とな り，所期 の 目的 を達 して い る 。 こ の 他，関東地方建設局に よ り，カ ール ソ ン 型歪計，鉄筋応

力計等が約 20 箇所 の 底盤等 に 取付け られ観測を 続け て い る が，現在の と こ ろ特 に 目立 っ た 応力を 示 して い る も

の は ない 。

　水槽 の 内壁 の 仕上げ精度は，水槽建設 で 困難な問題 の
一つ で あ るが，特 に こ の 水槽は ， 浅水 水檀と して 使用す

るた め 底盤 の 仕上 げ精度が 震視 さ れ た 。 そ の た め に ，底盤 は モ ル タ ル 仕上 げ と し た 圦 　仕 上 げ後の 検査 に よれ

ば ， 高低差は 約 5mm で あ っ た 。 側壁 の 内壁は グ ラ イ ン ダ 仕上 げで あ るが ， 当 初 に 定 め た 工 事仕様 の 「側壁 の

waviness の 振幅は 10　m 以下 の 波長 に お い て 5mm を越えな い j とい う目標を達して い る こ とがわか っ た 。

　浅水水槽と して使用するた め
， 水槽水の 給排水 の 能力を 重視 し た 。 給水能力は 約 6cln1時，排水能力は 自然排

水 を併用すれば約 20cm1 時 とな っ て お り ， 自動給排水装置 を 備え てい る 。 また ，水槽水温 の 均
一

化を兼ね て浄

化装置 （60　ton1時） を設備 した 。 本装置 の 吸水管は 浅水実験 の 時に は 取 りは ずせ る形で 底盤 に 敷設 し ， 浄水の 吐

出 口 は 西 側壁 の ，水 面 下 O．9m の 所 に 10n1 ピ ッ チ で設けた 。 本装置 の 運転に よ り， 水 檀水上下 の 温度差約 5℃

程度は ，

一
晩 で ほ ぼ 均一化 され る 。

　跫 屋　　建屋 は 鉄骨構造で ALC 板 （軽t コ ソ ク リート板）を壁お よ び 天井に 用い ，屋根お よ び 実験準備場周

囲 に は 亜 鉛 カ ラ ー鉄板を使用 して ，400m 水槽と の 調和を保 つ よ うに 考慮した 。

　実験準備場 （写真 1）に は 天井走行 の ク レ ーソ を 設備 した が，こ の ク レ ーンは 主水槽の 北端か ら 11m の と こ

！
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う まで 可動し うる 。 こ れ は 近年，模型 の 種類が多様化 して い る の で ，10m × 1．2m × L7m （深 さ）の ト リ ミ ソ

グ タ ソ ク で は 実験準備の で きない 供試体 （海洋構造物等）が あ る こ とと送風機の 着脱 の ため ， 主水槽の
一

部で 実

験準備が可能 な よ うに考えた もの で ある 。 また 実験準簾場 に は ，計器調整室 ・保管室 の ほ か ，約 220　mS の ス ペ

ース を設けて 各種 の 地上 テ ス トの 便宜 を 計 っ た 。 こ れ ら の 空間 は ，単 に 実験準備 の た め の 作業場 と して ば か りで

は な く， 精密な計測器 を 扱 う実験室 とな る ようIL．粉末 の出やすい 床モ ル タル 仕上をやめ て ビ ニ ー
ル 系 の塗 り床

とした 。

　水槽内の 照明は，完全な 人工 照明 とす る方が鐓生物発生 の 防 止 と撮影 光 量 の コ ン ト ロ ール に 適して い るが，作

業環境が悪くな る こ とは 避けられな い 。 本水槽で は・水槽通路 の 足も とに ガ ラ ス ブ ロ ッ ク の 採光窓を設け，水槽

へ の 直射光を避けながら，水面上で 1001ux 程度 の 光量を保つ よ うに 工 夫 した 。

　最近，水槽 の 中間で 種 々 の 観測 まteet波高等の 計測 を 行 う実験 が 多 くな っ て い る 。 しか し こ の た め に 水槽通路

の 全体を広 くと る こ とは 不 経済 で あ る の で ，水槽東側中央 に 約 35　ma の 中間室を 設け ， 計測が容易に行え る よう

に した 。

4　 レ ル

　曳引車走 行用 v 一ル に 関 し て は，400m 水槽建設時の 経 験 を 生か し，レ ール の 加工 ，継目の 接続，溶接等は ほ

とん どそ の 際 tc使用 した方法をその まま採用 し た 。 すなわち ，　 v 一ル と して は JNR 　50　T レ ール を採用 し，レ

ール 頭部に つ い て は そ の 上面および 両側面を切削研磨 し （真直度 土 O・　02　mm ．表面粗度 6S 以上），
レ ール 底部

に っ い て は そ の 下面 と両側面 を切削加工 した 。 そ の 後，v 一ル 両 端部 を フ ラ イ ス 加工 し，所定の 5．　598m の 長 さ

と した 。 蒭場に お い て は まず v 一ル の 脚部両側面 に 継 目板を 当て
，

コ
ッ ター

とボ ル トに よ り締め つ け ， しか る後

レ ール と継 目板を溶接 して 接統 し・ 長さ 149m の 1 本 の レ ール と した Q 現場 で レ ー
ル を接続す る場合 ， そ の 突き

合せ 面 に 食い 違い が生じな い よ うに するtcめ ， 継目板と v 一ル は あ らか じめ 組 合 せ を 決め て 番号を付 し， 各組毎

に 脚部両側面を 機械加工 した 。

　また ，tZ一ル 端面の 頭部をの ぞ く脚部 と底部は O・　05　mm の ぬ すみ を と り，コ ッ タ
ー
等 の 締付け に よ りあらか

じめ 接続部 の 上 面 に わずか に 上 向きの 変位を与え・溶接後ec残 っ た 上 向 きの 歪 を 平面 グ ラ イ ソ ダーで 仕上 げ て 真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直 と な る よ うに した o

　　 　　　 チ ェ ア は 図 3 に示す よ うな構造で あ っ て，v 一ル の 高低 と

　　 　　 傾きの 調整は 1！6 の 勾配 を もつ 左右 1対 の 楔の 出し入れで 行

　　 　　 わ れ，レ ール 側面の 真直度 の 調整は 左右 1対 の お しボ ル トに

　　 　　　よ り行われ る 。 高低調整用 の楔は 1！6 と比較的大きな勾配を

　　 　　 もつ の で 曳引車走行時等の 振動で ゆ る む恐れがあ るた め，押

　　 　　　しボ ル トに よ りとめ て あ る 。

　　 　　　 チ ェ ア の 設置間隔 は，曳引車の 振動 の 問題 と関連 し て，

　　 　　 933mm と した （5参照）。

　　 　　　 レ ール の 敷設精度と して は ，
レ ール 頭部上面 の真直度 （高

　　 　　 低差）は 土O．2mm ，頭部側面 の 真直度は ，西 側 （基準 レ ー

　　 　　 ル ）が ± O，　1　mrn ，東側 が ± 1mm ，レ ール の 傾 き は ± 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mmll 　m と した 。

　　　図 3 　チ ヱ ア お よ び 側面 消波 装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なお，曳引車走行時の レ ー

ル の 挽みを 4 イア ル ゲージ に ょ

り計測 した が ， チ ェ ア に 支持さ れ た レ ール の 中央 で の 撓み は ，

一
般部で 約 0．20　mrn ，継目部で O．　16　mm で あ

り， 継 目部で も
一

般部 と同等以 上 の 強度 を有す る こ とが 確 か め られた 。

5 曳 引　　車

　計函　　本水槽の 曳引車は ，30 分程度取扱 い 説明書を 読む こ とに よ り， 簡単 に しか も安心 感を もっ て 実 験 が

で きる よ うに す る こ と を最大の ねらい として 計画された ・ した が っ て ，構造部分は 局部的 に も全体的に も堅牢に

す る こ と，設置す る機器 は 必要最小限度 に とどめ 極力簡明化す る こ と，運転 ・実験 に 関す る操作は な るべ く少な

く，しか も簡単に で ぎる こ と，操作 ミ ス があ っ て も十分な安全対策が講 じられ て い る こ と ， 保守個所は 少 な く，
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表 1 曳 引 車 主 要 目 等

構　造　部

　長　さ （横 主 桁 の 外面 閭 隔 ）

　幅　　 （縦主 桁 の 外面間隔）

　桁深さ （横主桁 の 中央部）

　　縦主 桁の 幅

　　横主 桁 の 幅

主 桁 の 下 面 か ら基 準水面 まで の 距離

計 測 区 域

　 広 　 　 　 さ

　計測桁寸法

　　断　　　面

　 　 長 　 　 　 さ

8．600m8

．800mO
．800m1
，400m1
．300mO

．700m

6．  mX6 ．  m

計測桁下 面 か ら 基準 水 面 ま で の 距 離

計測 V 一
ル の 内面間隔

計測 レ ール の 長 さ

0．300m × 0，300m

　 　 　 　 5．990m
　 　 　 　 O，700m
　 　 　 　 1．470m
　 　 　 　 5．　980m

計 測 v 一ル 上 面 か ら基 準水 面 ま で の 距 離 1．037m

　 西 計 測床 の 広 さ

　策計測 床 の 広 さ

駆 　動 　部

　 4 輪 駆 動

　 ホ イ
ール ペ ース

｛；．　OOOm × 2．100m
6．000m × 1．950m

7．240m

車

波速ギ ヤ ー

輪　直径 8C｝Ot9
．02s

珮 rn，踏 面 輻 801S
：器mm

　
1
材質 SSW −Q　l，表 面 硬 度 Hs 　50〜53

　　材質　大 ， 小歯車 と も SCM 　2，3

　　歯切精度　シ ソ グ ル ヘ リ カ ル JIS　1級

　 　 モ ジ ュール 2，減 速 比 301 ：45

　 モ 　　ー

制 勣 装 置

　 回 生 制 動

　　ノく ネ制 動 （4 段切換）

　 　ハ
ッ ク 7 ッ シ ュ 　 　 　 0．17〜O，23mm

タ　30　kW ， 30　sec 定格 ，
956　rpm 　 4 台

0LO1〜O．089
0，04〜0，159

レ ール 側 面 を バ ネカ と シ ＝ 　
一・

　rcよ っ

て 締 め つ け る 。 解 除 保 持 は 油 圧 力 に

よ る o

非常 制動 （水槽南端 に 設置） 0〜0．79

オ リ フ ィ X か ら噴出す る 流体抵抗力

　　　　　　　 を 利用

曳引車速度 （単体時）

曳引車常備重量

制 御 方 式

0．100〜5．999m ／s

　 　 　 　23．6　ton

デ ジ タ ル 速度 検 出 式 自動 速度 制 御，
AC 　415V3 φ十 字結 線 可 逆 サ イ リ

ス タ レ オ ナ ー
ド

しか もそ の 作業 は 簡単で あ る こ とな ど の ほ か に ，定速度走行性

能 を高変｝こ 保持 し，高感度検出器を実験 に 使用す る場 合 の 障害

とな る振動を極力軽減する こ と ， 実験環境の 向上 を計 るた め に

騒 音を少な くす る こ と，実験の多様性に 十分対処 で きる よ うな

構造配置 に して お くこ とな どに 計画 の 重点が お か れ た 。前記 の

実験 の 多様性 とは ， 長 水槽で一
般に 行わ れ て い る 諸種の 実験 の

vaか rc，   浅水時の 抵抗 ・推進性能試験 ，   風浪中の 抵抗 ・推

進性能試験，  海洋開発用構造物に 関す る 諸試験，  風浪中の

A．　C．　V ．に 関す る 諸試験をも可能 に す る こ と であ る 。 ま た ，

走行用電力 の 変換に は サ イ リス タ レ オ ナ ード電源装置を採用 し

て 保守の 簡易化 を は か り，さ らに 同装置 を曳引車に搭載して ト
写真 2　 曳 引車 全景

ロ リー線の 節減を は か っ た 。 完成 した曳引車の 主要 目等を表 1 に 全景を写真 2 に それぞれ示す 。

　構造郁　　ボ ッ ク ス ガーダに は 、   重量 が 大きくな り，こ の た め に 大きな 動力を要 した り，外乱力が大 きくな

っ た りす る傾向 に あ る ，   レ ール の 挽み や駆動部な どか ら発生す る振動が 計測部に伝わ りや す い
，   溶接組 立 て

を 行っ た 場合 は 精度 の 経年劣化をきた しや すい ，  曳引車 の 走行に よ る風圧 に よ っ て 水面に波の た つ お そ れ が あ

る，  床面 が 同
一

平面に 納め に くい ，  床照 明が 効果的 に で きな い ，な どと い っ た 不 利な 面 が 考 え られ る が，計

画 の 項で 述べ た 諸事項 な 具備 さ せ る こ と，曳引車上 を で きる だ け ク リヤ に した い こ との ほ か に ，設計 ・工 作が 容

易で あ る こ とな どの面を考慮した結果 ， 主 構造を ボ ッ ク ス ガーダ で 構成す る こ とに した 。

　主構造 お よび
一

般配置を図 4に 示す。 主構造は 前 ・後横桁、東 ・西縦桁の 4 本 の 主桁で構成 さ れ，こ れ らの 主

桁 に よ っ て 大部分 の 耐荷重 （垂直 ・水平な ど ）強度，機器設置面 積な どを ま か な う こ と に した 。 前 ・後横桁の 桁

下面と基準水面 との 間羆は ，
ト リ ミ ン グ タ ン ク 中で の 供試物体 の 浮上高 さ を想定 して 700mm と し ， 桁高 さ は 桁

の 垂直撓み 剛性，駆動部 の 桁内完全収納な どか ら 80◎mm と した 。 桁幅 は 制動時 の 水平曲げ剛性，駆動部収納 の

関係，最適 ホ イ ール ベ ース な どの 要因か ら 1，300mm と した 。 東 ・西縦桁の 寸法は ，主桁 の 上 面を そ ろ え る こ と ，

tz一ル 上面 の 高さ との 関係，制動時 の 水平荷重に 耐 え る こ と ， 桁上 面に機器 の 据付面積を と る こ と ， 前 ・後横桁

と の結合を強固 に す る こ とな どの 要因を考慮 して 決定さ れ た 。 横桁の 剛 性 に関して，中央集中荷重を か け荷重点

の 撓み を計測 した 結果，垂直方向 2・3ton に 対 し 0．17　mm ，水平方向 5ton に 対 し O．　41　mm で あっ た 。 ま

た 、こ の 横桁上 に 強制振動機を の せ て 上 下 方向 の 個有振動数 を 調べ た 結果 は 約 15Hz で あ っ た 。
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図 4　曳引車の 一競配鯉図

　 チ ェ ア ピ ッ チ ，ホ イール ベ ース ，チ ェ ア シ フ ト

な どを 決め る場 合 ｝tv −一ル 撓み に よ っ て 発 生 す る

上下振動外力を極力小 さ くす る よ うに 考慮 しな げ

れ ば な らな い o チ ェ ア ピ ッ チ lcは，文献 2） を

参考に する と ともに ， 市販 V 一ル を経済的長 さ に

切断す る こ と ， 研磨機械の 容量 を も考え る こ と な

どか ら 鵬   と した 。 ホ イール ベ ーJK　 lv は

計測区域 （後述）の 長 さ ， 駆動部の 配 置な どの 関

係か ら 7，240mm と し た 。 こ の ホ イ ール ベ ース は

Jv≒Jc （7十〇．．76）とな っ て い る 。 東西 レ ール の

チ ェ ア シ プ トは 曳引車中央部に お け る上下振動加．

速 度が 最 小 とな る よ うに ，チ ェ ア ピ ッ チ の IX2 を

シ フ ト し た 。

　計 測 区 域　　4 本の 主桁に 囲 ま れた 領域 は い わ

ゆ る計測区域と して使用す る とこ ろで あ り， 長さ

×幅＝・6m ×6m と した 。 　この 長 さは 通常 の 試験

に お い て は ， 長 さ 5m 程度の 模型船を使用 で きる

よ うに した もの であ り， 幅は レ ール 間隔，東西桁

の 桁幅な どの 関係か ら決定された 。 こ の 計測区域

に は，曳引車の 通常 の 使い 方で は，計測機器取付け

用 V 一ル （以後計測 レ ール とい う）の 敷設 さ れた 計

測桁を 2 本取 付け ， そ の 両脇 に 計測床 が設けられ

て い る 。 しか し，曳引車 の 特殊使用に 対 し て は，こ

の 計測区域を完全 に ク リヤ とす る こ ともで きる 。

計測桁は 緬   皿 mX     の 晦 クス が ダで あ る揃 ・黴 桁の 舳 に計測裄， 計測床妓 持す るた

め の 長 さ 4．5m の レ ール が設けられて い るが，こ の レ ール 上 の 任意 の 位置 に 水平状態 で 計測桁 を 設置す る こ と が

で きる 。 2本 の 桁相互の 内幅が ト リ ミ ソ グ タ ソ 蠣 と彫 1、200   とな る雌 が計獅 の 騨 灘 状態で あ

る 。 こ の 状態 に お い て ， 計測桁上面 に 取付け られ て い る計測 レール （30mm × 30　mm 長 さ 約 6m ス テ ン レ ス 製〉

の 内面間蹴 1，470mm で ，こ DV 一ル 竡 か ら紳 水面まで の vaff｝t　1，　037　mm で あ る 。 調 桁 は 計測床と

切 りは な し ， 床上 の 計測員等 の 移動に よ る 振動が 計測機器に 伝わ る こ とを 防止 した 。 計測桁 は 両端固着だ け で あ

るた め ，ねじれ
・まが りな どの経年変化 をきた す お それが あっ た の で，計測桁全体 に 対 して ，溶接組立後完全

な 焼鈍処理 が施さ れ た 。 計 測桁 の 強 度 は 桁 1 本 に つ き中央集中荷重 6501【9 に 対 し荷重点 の 挽み 0．8　mrn で あ

る 。 また ， 計測桁上 に強制振動畿をの せ て 上下方向の 個有振動数 を 調ぺ た 結果は 約 1a 　7　Hz で あっ た 。 計測機

器取付け部分 の 概要は 図 4中 の 拡大図に 示す とお りで あ る 。

　浅水実験用 と し て 特別 の 計測架台 が製作され た 。 本架台は ，曳引車の 計測区域を ク リヤ lc し て か ら取付け る よ

うに な っ て い る 。 本架台を使用すa・L｝i　e・　Sm の 水深 まで の 実験が 可能で あ る 。

　駆動部　　本曳引車は 4 輪駆動で あ る 。 駆動部 の 構成 と して は，組込み，分解，調整 な どの 作業 の 容易性を十

分考慮した結果，東大船型試験水 槽曳引台 車
1） とほ とん ど同 じ方式が採用 さ れた 。 曳引車単体 （常備重量 23　6

ton） の とき最高速度 5・999　m ！s，送風台車 （送風機搭載時重量 10ton）連結時に は 5mts であるた め ， モ
ータ

の 出力 は 30 秒定格 30kW × 4 台 と した 。 駆動部 の 主 要 目を 表 1 に 示 す 。

　駆動 用動 力 装 置　　サ イ リス タ は 循環電流制御式可逆十字結線と して電動発電機と 同様な特性を持た せ た 。 ま

た ，サ イ リス タ に よる 電源幹線へ の 妨害 を 軽減 す るた め に 絶縁 用 トラ ン ス （415V3 φ，100　kVA ）を曳引車 にt ’

搭載 した 。 駆動部用 モ ータ は 恵流分巻式 と し，各 モ ータ の 界磁電流 を 土 10％ 程度分流抵抗器に よ り調 整 して ，

各車輪 に 加わ る 曳引車荷重の 不 同を補正 し得る よ うに した 。 予備試験結果に よれ ば モ ータ の 最大加速 トル ク に お

い て も車輪 の ス リ ッ プ は 生 じな か っ た 。 した が っ て すべ て の モ ータ の 界磁電流を 10％ 増 し と した 。

　 遘転制御 装 置　　駆 動 用 に サ イ リス タ を 使用 した こ とも あ っ て 制御系の 共振 周 波数 は 約 5Hz と な っ た 。 デ ジ
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タ ル 速度検出に は 3000パ ル ス 1回 転 の シ ャ フ トエ ン コ ーダ を使用 し， デ ジ タ ル

速度演算装置 は ほ と ん ど IC を 用 い て 構成されて い る が，検出車輪 の 径お よび

演算装置 の 動作は 400m 水槽 の もの と変わ ら ない 。 曳引車 の 速度設定 に は デ ジ

ス イ ッ チ を使用 し，曳引車 の 走行中 に 設 定 値 を 変更 し て も走行速度 に 影響は な

い が ，速度変更ボ タ ン をおすとそ の 時 の 設定速度に変更され る よ うに した 。 ま

た ， 運転操作盤 に は 必要最少限 の お しボ タ ソ ，表 示 器等 の み を 残 し，他 の 計器

等は す べ て 制御盤 の 方に 置 い た 。 曳引車の 運転操作盤を写真 3に 示 す。

　トロ り一線および パ ン タグラ7 　　ト 1 リー線は A ．　C．415V3 φ用 11〔ρ
3本 ， 信号用 5〔口 2 本，計 5本 の 剛体 ト P リ

ー線を 使 用 した 。 パ ソ タ グ ラ フ

は 1 回路 2 個計 10 個 で あ る 。 曳引車上 に は 前述 の駆動用絶縁 トラ ソ ス の ほ か

に ，415v1210　V　3 φ 50　kVA 　 415Vllo5　v　1φ 15kVA の 絶縁 トラ ソ ス な ら

びに 105V　1 φ 3kVA の 定電圧 電源装置 （計測 器 用）を設置した 。

　制動裝量　　表 1 に 示 され て い る よ うに 回 生制動，バ ネ制動，非常制動の 3
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　ボ ッ ク ス ガ ーダの 空気せ き とめ 効果の 水面 に お よぼす影

響に つ い て は，曳引車 （計測床は 東西側と も取 りつ け られ

た 状態） の 完成 直後，と りあ えず基準水面で の 波 の計測 を

行 っ た 。 その 結果 の 1 例 を示 す と ， y ＝2．5m ！s で 波高

Hv ≒1．8mm ，波畏 λTV≒ 4m で あ っ た 。 曳引車 に 整流板

を取付け た り，計測床を取 りは ず した り，あ るい は 水面 を

下げれ ば
，

こ の 波高 もか な り小 さ くな る で あ ろ う こ とは い

うまで もない が，ボ ッ ク ス ガ ーダ式 の 曳引車を使用 し て 波

高計測を行 う時 に は 注意 を要する。 なお，こ の 波高は ， 水

槽中央部 の 幅中心位置 に 設置され た 容量型波高計 （分解能
土 0・3m コn ）に よ っ て 計測された もの で ある 。

　環境騒音 と して は，曳引車の ほ ぼ中央に お い た マ イ ク ロ

写 真 3　 曳引車運転操 作 盤

種類の 制動装置が 設けられた 。 前2 者 の 制動装置 に つ い て は 改 め て 記述す る まで もない の で 省略す る。 非常制動
装置 の 制動力は表 1に 見 られ る よ うに か な り大きな値とな っ て い るが ， これ は短い 水槽 に お い て は ，非常制動用 に

必 要 な 距離 を 極力 小さ くす るた め で あ る 。 計測員に対する危険嵐 曳引車 の 損傷限界 な どか ら考 え て 滅速度の 最

大値を O．　6〜O．　7　g （曳引車単体 5 　999　mls で O・　6　g，送風 台 車連結 5m ／s で O．7g ） と し， 制動距離を 3・　400m
に お さえ た 。 制動距離 が一

定で あ るた め に ，突入 速度V と減速度 α との 関係 は曳引車単体時を例 に とる と，大体
α ＝ O・69X （V ／6）

a
の 縣 蹶 ・ て ・ ・る・ 安全性のeeenに 万全欄 すた め，鮟 脚 ・一鞭 っ て 黝 装置舶

動的酢 動 させ る よ b「cした ・ 手動鮓 に よ る制動 は もち ろ ん 常時蘇 されて い る eM 進蹴 低速時 （3m1 味
満） と高速時 （3mls 以上）とを鋤 雌 に よ ・ て 册 回 生黝 の 全力値 ・．・89 が自動的酢 動して 非常制動
装置鬮 る ま で に停止 させ る ・ 北進時鷹 速時 蛔 生黝 の … 89 が、黼 蹴 ・ の ・．・89 ・ r ．・ネ制動 の 全
力値 α 159 が加 わ っ た黝 力が鋤 的に 作肌 て 北端ス ト・ パ ーに 到 る ま で に 停止す る よ うに され て い る 。 低
速用，高速用 の リ レ ー機能 の 選択 は 速度設定 と連動 して 行わ れ る 。

性 能 Rn 各部 の 寸法計測 組立 精度計測・＄輪荷重計測 噸 に 対す る挽み計測．強制振動機に よ る 振動
応答試臨 車輪の ス リッ プ 試脇 走行抵抗試験，制動装置の 制動力試 験な ど が行わ れた が，い ずれも満足すぺ ぎ
結果 で あ っ た 。 こ こ で は 走行振動計測 ， 走行風圧に よ っ て 起 こ され る 波の 計測，実験環境 の

一
つ である騒音 の 計

測 お よび 速度計測の 4 つ の 結果に つ い て 述 べ る 。

　振動計測結果を図 5 に 示す 。 図中 の車輪軸受け部で 計測 し た もの は 大体 U 一ル 撓みに よる振動外力を 示 して L、
る と思われ る カ：，こ れ は 近似計算値の 約 1・4倍 で あ る 。 記録波形 に は高い 振動成分 も含 まれ て い る が，基本的な
外乱振動数は f＝　Vllc（Hz） で あ る 。 計測桁 の 中央部に お い て は，車輪軸受部 の もの の 約 1．5 倍で あ りそ の 振動
数は 走行速度 に ほ と ん ど関係な く21〜23Hz 程度 で あ っ て

外乱振勳数 よ りもか な り高い 。 こ の こ とは 文献 2） に も示

さ れ て い る 。
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構 　 造 　部

　長 さ （横桁 の 外面間隔 ）　　　　　　 5．000m

　幅 　 （縦 桁 の 外 面 間 隔 ）　 　 　 　 8．・240m

　 桁 　深 　 さ　　　　　　　　　　　　 0．600m

　桁 の 下 両 か ら 基 準水面 ま で の 距離　　 0．700m

駆 　動 　 部

　 1 輪 駆 動 （自走 用 ）

　構 　　　成 ： 2．2kW 　VS モ ータ ，電 磁 ブ レ
ー

キ，

　　　　　　 サ イ ク ロ 減速機，ト ル ク リ ミ ッ タ ー，
　 　 　 　 　 　 手 動 ク ラ ッ チ ，車 輪 （直 径 400　mm ）

送 　風 　機

　構 成 ： 37kW 　 VS モ
ータ
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　送風機 の 重 量 　　　　　　　　　　　　　5ton
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　吹 出 風 速 　 　 1．1〜10m 〆s （max 　10．7m ／s ）

　風 速 精 度 　 　 吹 出口 画 積の 85Yo で 土 5％

　 フ
ァ

ソ の 回 転 数　 136 ・− 506　rpm （max 　545　rpm ）

送 風 台 車 速 度

　単体 自走 時 　　　　　 　　　　　 O．1・一・1．Om ！s

　曳引車 と連結 時　　　　　　　 0．100〜5．OOO　m ／s

送 風 台 車 全 体 重 量 （送 風 機完 全 搭 載 時 ）　 　 10　ton
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フ ォ ソ の 最高値と最低値を 計測 した 。停 止時 は そ の 最高，最低 が そ れ ぞ れ 72〜68 ホ ーソ で あ り，走 行 2．5m ！s

の と きは，そ れ ぞれ 84〜81 ホ
ー

ソ で あ っ た 。 停止時 の もの は サ イ リ ス タ 冷 却 用 フ ァ ソ ，バ ネ 制動解 除 用 油 圧 ポ

ン プ な ど か ら発生 し て お り，走行時 は こ れ ら の ほ か に ，サ イ リス タ 作動 音，パ ン タ グ ラ フ 摺動音な どが 加わ っ て

い る D

　曳引車速度の 計測結果を図 61c 示す 。 こ れは 1 秒間の 平均速 度 を記録 した も の で あ り，ほ とん ど 土0．3mm ／s・

の 範 囲 内 に 入 っ て い る 。

　送 風 台 車　　表 2 お よ び 図 7 に 示す よ うな 送風台車が 設備 さ れ た 。 図 に 示 す よ うな 送風機 の 運転状態 で は 基準

水面 よ り 0．500m 水位を下げなけれ ば な らない 。 送風機を 使用 して 実験 す る場 合は，曳引車 と連結 して 走行す る

こ とを た て まえ と し て い る 。 偏向ダ ク トは 曳弓陣 側 に 取 付け られ，こ の 偏向 ダ ク トを 取替え る こ と に よ っ て モ デ

ル に 斜め 方向か ら も送風す る こ とが で き る 。 送風 機 は 曳引車 とは 無関係に 運転が で き，また 送 風 台車 は 単体で 最

高 1m ！s の 速度 まで は 自走で きる 。 送風機を使用 しな い ときは， フ ァ
ソ ・

整流ノ ズ ル ・偏 向ダ ク トを 切離 し，

モ ータ つ き主 ダ ク トを 約 1，2m 引 上 げて 台 車上 に 格納す る こ とに して い る c、な お 送風台車 の 前面に は モ ータ に よ

っ て 昇降 す る水 面掃除 板 が 設 け ら れ て い る 。 本機 の 操作は きわ め て 簡 単 で あ り水 面 の 掃除効果は 良好で あ る。

6　消　 波　 装　置

　端部消波装置　　トリ ミ ン グ タ ソ ク 側 の 北 端 消波装置 は，亜 鉛 メ ッ キ 鋼材 に よ る 3層 ビーチ 式の もの で ，下層

は 長 さ 6．5m ，上 層 は 5m で 幅は ほ ぼ 水 槽 全 幅 に 渡 っ て い る 。 ト リ ミ ン グ タ ソ ク の 前は ，浮沈式 の 2 層の ピー
チ

に な っ て お り，駆動機 に は ワ イヤ ・ウ ィ
ン チ を用 い て い る 。 ビ ーチ の 設 計 は，常用 の 規則波で 4％ 以 下 の 反射 率

とな る よ うに 計画 し，所期の 目的を 達 して い る 。

　造波機側 の 南端消波 装 置は ，造波機 が ブ ラ ン ジ ャ タ イ プ の た め 固 定 ビ ーチ 式 の もの は 取付け られ な い 。 こ の た

め 造波機構造材 を利用 して 吊下げ式 の ピL チ （7．　5m × O．　5m ）を 取付け ， 造波機を使用す る 場合 に は 水 面 か ら持

上 げ られ る よ うに 工 夫 した 。

　側 面 消 波 装 置　　東 ・西 両 側 壁 に 図 3 に 示 す よ うな ピーチ 式 消 波 装 置 を 設 け た 。消波板 は 1 プ ロ ヅ ク が長 さ

3．732m，幅 O．　5m の もの 各 30 枚，約 112m の 間｝こ 敷設 さ れ て い る 。 消波板 の 構造は ，形鋼材の 骨 組 の 上 に 簧

子状 に 塩化 ビ ニ
ール 角材を 張 っ た もの で あ る が，本装置 は駆動部を除き 400m 水槽の 側面消波装置 とほ ほ同 形 に

な っ て い る の で こ れ らの 詳 細 は 文 献 1） を 参照 さ れ た い 。 駆 動部は 電動 と し，操作は 水 槽 通 路，曳引車上 お よ び

造波機操作室 か ら行 う こ とが で きる 。

7　造　波 　装 　置
樋 雄倦 剛
寮履 鵜

　計画　　船舶試験水槽用 造波装置 は 深海波用 で あ る の が一
般で あ る が，

本水槽で は ，任意 の 水深 で の 造波が 可 能で あ る こ とが設計条件 の
一

つ とな

っ て お り，深海波用 と して の 造波 特 性 を 満 足 す る こ とを第
一

に ，か つ ま た

浅水時 の 造 波性 能を
一一

応保証で ぎる こ とを前提 に 計 画 お よ び 設計 を 行 っ

た 。

　造波 周波数は ，水槽寸法お よ び 400m 水 槽 との 関 係 な どを 考 慮 して 比 較

的短波長 の 領域 に 焦点 を 合わ せ ，0・2〜3Hz を造波可能 とし，波長 ・波高

比 λ！Hm ＝ 40・− 50 に対す る造波特性 が最適とな る よ う計画 し，種 々 の 造波

様式を 検討 した 結果，こ れ ら の 条 件 を 満 足 とす る もの と して ，水 槽有効長

さ の 点 で も有利な電動式 プ ラ ン ジ ャ 型 の 採 用 に 踏切 っ た 。

　電気油圧式は ，造波機 駆 動 形 式 と して は 最 も適 した もの と考 え られ た

が，造 波 水 深 が大 幅 に 変わ る とい う設計条件 の 点 で，また 使用頻度 と保守上

の 問題 な ど を考慮 して ，造波駆動機 と し て 直流電動機 を用 い る こ と と し た 。

　 プ ラ ン ジ ャ 断 面 形 状 に つ い て は，Perterの 断面 を基礎 と し，こ れに 浅水

時 の 造 波 効 果 を 考 慮 して 修正 を 加 え，プ ラ ン ジ ャ 形 状 と して は ，や や 偏 平

な 断面形状 を採 用 し、た 。

　 概 要 　　造波装置 の 概要を 図 8 に 示す u 本装置 は ，プ ラ ソ ジ ャ 本体 ・プ
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ラ ソ ジ ャ 架 台 ・
駆動部 ・制御装置 ・お よ び 付属装置 か ら構成 され，駆 動電動機 と して は，平滑電機 子型直流 モ

ー

タ 10kW
　2 台で あ り，その 制御部 は， 3 相十 字 結 線 可 逆サ イ リス タ 回 路 で 構 成 され て い て ，造波 入 力信 号 と し

て は ，低周波発信 器 ・
紙 テ

ー
プ 読込 装 置 ・お よ び 磁 気 テ ープ 読込 装置 が 用 意 され て い る。また ，起動停止 に 関 し

て は ，緩 ・急の モ ード選 択 が 可 能で あ り，曳引車 F．よ り遠隔操作 を 行 うこ と もで き る 。

　操 作は きわ め て 簡単で ，ま ず 電源 投 入 を 行い ，次に 入 力信号 形 式 お よ び起動停止 モ ードの 選択 ・
設定を 行い ，

操作盤 上 の ダ イ ヤ ル 付 ポ テ ソ シ ョ メ ー・
タ に よ り波高設 定 を 行 え ぽ 起 動 条 件 は す べ て 完 了 す る 。 さ らに 起動 ボ タ ソ

を お せ ば，プ ラ ン ジ ャ 架 台 に 取 付け られ た プ ラ ン ジ ャ は ， 駆動電動機 の 正逆 回 転に よ りボ ール ネ ジ を介 して 上 下

動を 行い ，造波 が 開 始 され る。

8　計 　測 　装　置

　計 画　　基本計測 機 器 と して ．平 水 中模型 試 験用 の み を 設計製作 した 。

　本 水槽 の 機能 が 多 目的 利 用 を た て ま え と して 設 計 され て い る こ とを考慮 して，計 測機器 に つ い て も汎用性 を 心

掛け，例え ば，計測機器 の 表示記録 は すべ て 共 用 の 袤 示 記録装置に よ り処 理 さ れ る な ど，機器 出 力の 規 格 化，取

扱 い の 簡易化 を 行 っ た 。 ま た 設 計 に 際 し て は
， 特 に 次 の 3 点を考慮 した 。

（1 ）

（2 ）

（3 ）

概 要

（1）

計測 時間が ト分 で な い こ と も考え ら れ る の で ， 動力計等の 応答｛生が良好 で あ る こ と 。

浅水時 に も，計測 機器 の 操作 に 支障 の な い よ う，遠隔操 作 が 可 能 で あ る こ と 。

模型 船寸法は ，5m を 標 準 とす る こ と 。

　計測 装 置 を 表 3 に 示 すが，以 下に その 主 なもの に つ い て 説明 す る。

抵抗動力計

　抵抗動 力 計は 天秤式 で あ っ て ，カ ウ ソ タ ウ ェ イ ト を リ
ー

ドス ク リ＝一で 送 錘す る方式 とな っ て い る 、 カ ウ ン タ

ウ ェ イ トは 500g き ざみ で ，そ の 間 の 秤量 は 天 秤 に 取 付け た ス プ リン グの 変 位 を 差動 トラ ソ ス で 検出 し，ア ナ ロ

グ 電圧 と して 取 り出す 、 ダ ソ パ ー
は 油 式で 制動 h；

’
P∫変で あ る 。 操作部に は，カ ウ ソ タ ウ ェ イ トの 表示 装置 ・差 動

ト ラ ソ ス 増幅 器 ・
動力計昇降用お しボ タ ソ 等 が 配 置 さ れ て い る。

　 （2 ）　自舟亢動 b言卜

　自航 動 力 計 は 天 秤 式で
， 動 力 計主軸 に ス ラ ス ト逃 げを 設け t ス ラ ス トは 天 秤に よ り，また トル ク は ，動 力 計 内

部 に 収め た 直流電動機の 反 力 を 天秤 に 伝 え て 検 出 す る 方式で あ る 。 カ ウ ン タ ウ ＝ イ トは 抵抗動力計 と同様， リ
ー

ドス ク リュー
送錘 で J ス プ リ ン グ の 変位量 は 差 動 ト ラ ソ ス で 検 出す る 。 ダ ン パ ー

は 油式可 変で あ る 。 ま た ，ブ P

ペ ラ 回 転 数 は パ ル ス 発 生 器 で 計 測 す る 。 操作部は 抵抗動力言1’とほ ぼ 同様で あ る 。 な お，駆動電動機出 力は 1kW
で あ る 。

表 3 主 要 計 測 機 の 要 目 等

　 名

抵 　 抗 　 動

称 　
1 数釧

力　 計

自　 航 　動 　力　 計

・亅・型 自 航 動 力 計

プ ロ ペ ラ 単独動 力 計

流 速 計

ト リ ム 計 付 ガ イ ド

ク　 　　 ラ　　 　ソ　 　　フ
’

計 測 補 助 装 置

記 録　　　計

1 台

・ 台｛
・ 台｛
・ 台 ｛
1 台

・珂

｛台1

｛台

台

2

　

2

　容　　　　量

　　 10kg

ト　ル 　ク　0．3kg −m

ス ラ ス ト 　10kg

ト　ル 　ク 　 5kg −crn
ス ラ ス ト　　3kg

ト　ル 　ク 1．5kg ＿
m

ス ラ ス ト 　30kg

O・3m
，
「s・x・4 【n ／s

　 　土 50mm

　 （ト リ ム 量 ）

　 水平荷重

　　 500kg

　 土 5
，
　OOO　mV

　（18 桁 印 字）

　 1mV 〜10V

形 式

天秤式，ア ナ 卩 グ 出 力

天 秤 式，ア ナ ロ グ 出 力

ス ト レ ン ゲ ージ 型 マ ル チ ダ イ ヤ ル 方 式

ア ナ 卩 グ 出力

　天 秤 式，ア ナ μ グ 出力

　翼 車型，デ ジ タ ル 表 示

　 ボ テ ン シ ョ ソ メ
ー

タ 方 式

　 ア ナ ロ グ 出力

　 フ レ
ー

キ モ
ー

タ

レ
・サ ミ 型

「；瀕 露 ：k。

1多 ペ ン レ コ ーダ
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　（3）　プ ロ ペ ラ 単 独 動力計

　天 秤 式 で あ るが，自航 動 力 計 と異 な る所 は ， トル ク 検出tcベ ベ ル ギ ヤ
ー

方式 を採 っ て い る こ とで あ る。カ ウ ン

タ ウ ェ イ トは す べ て 手 動 操作で あ り，天 秤 変 位 量 の 検 出 に は 差動 トラ ン ス を 用 い て い る 。 駆動電動機出力は 3．7

kW で
， 回 転数は パ ル ス 発生器 ｝こ よ り測定す る 。 供試プ ロ ペ ラ は 直径 200　mm を 標準 と した 。

9　計 　算 　 設　 備

　本水槽の 稼動に よ っ て ，推進性能に 関 連 した 研 究 で は さ し 当 り約 8 割 の 水槽試験 デー
タ の 増加 が 見込 ま れて い

るが，お そ ら く数年後に は 現在の ユ0 倍近 い デ ー
タ処理 が必要 に な る と推定され る 。

400m 水槽 で 便用 し て い た

既 設 の TOSBAC 　3300　B 型 電子 計 算機 に よ る オ ン ラ イ ン の データ 処理 装置は ，容量 ・速 度 と もに 十 分 で な い た

め ，計算機本体 を TOSBAC 　3400−30 型電子 計算機 （16KW ）に 交換 し，周 辺 諸装 資を 補強 した。・
ツゴ本 工 事に

関連して 400m 水槽曳引車か らの オ ソ ラ イ ン の デ ー
タ伝送装置を廃止 した が，こ れ は 旧 データ処 理 装 置 が 計 画 時

に は 最高の もの で あ っ た 1，　600　bitsfsec（約 ユ00 デ ータ 1秒） の 伍 送 速 度 も近 年の 実 験 の 要 求 に 合わ な い こ と，小

型 の 計算機 の 発達 に よ っ て ，計算機の 曳引 車搭載が 容 易 に な っ た こ と等 に よ っ て い る 。

　 ア ナ ロ グデー
タ に 関 し て は ，ア ナ ロ グ MT レ コ

ーダー
に 記録 し，　 DATAC 　2000　A データ 集録装置 を 通 して ，

計算処 理 を す る方 式 と し た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10　結　　　　　言

　以 上述 ぺ て きた よ うに 本水 槽 は 中 型 試 験 水 槽 と し て は 世界 に 誇 る ぺ きも の と 思 わ れ，数 多くの 特徴を 備 え て い

る D

　本 水槽を 建設す る に 当 っ て は，広 く各 方 面 か ら絶 大 な 協 力 を 賜わ っ た が，特 に ，東京，大阪，広島，九州の 各

大学 お よび 三 菱重工 長崎研究所，石川島播暦重工 技術研究所 の 方 々 に 厚 くお 礼を 申 し上 げ ま す 。 ま た ，水槽お よ

び 建屋 の 設計 ・建設監督に 当 られ た 建設省関 東地 方建 設 局 の 方 々 ，建設 に ご 指導 ・ご鞭撻 を い た だ い た 船舶技術

研 究所大 江 ・木堂前所長，山内現所長をは じめ 所内外 の 方 々 に 深 く謝 意を表し ます 。 な お ， 本水槽 の 主要な工 事

を 担当 して い た だ い た 次 の 各社の 方 々 に も厚 く感謝致 し ます 。

　水 槽 お よ び 建屋 ： 大木建設 （株），タ ツ ヲ 電機（株），日建 設 備 （株）

　曳引車 ，
レ ール ，側面消波装置， トロ リ

ー，送風台車 ； 住友重機械 工 業（株）

　曳引車制御装置 ： （株）明電舎

　送 風 機 ： （株）日立 製作所

　造 波 装 置 ： （株）安川電機製作所

　計 測 装 置 ： 大和製衡 （株），電子 工 業（株）

　計 算 装 置 ： 東京芝浦電気 （株 ），岩崎通 信機 （株）
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